
「
研
究
員
コ
ラ
ム
の
紹
介
」（
２
０
１
４
年
12
月
〜
２
０
１
５
年
２
月
）

各
研
究
員
が
独
自
の
経
験
と
視
点
を
基
に
し
て
、
ホ
ッ
ト
な
雑
感
を
綴
り
ま
す
。
当
財
団

ホ
ー
ム
ペー
ジ
「
研
究
員
コ
ラ
ム
」
に
掲
載
し
た
３
カ
月
分
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　

 
研
究
員
コ
ラ
ム
一
覧   

で
検
索
で
き
ま
す
。

２
３
３　
日
本
の
果
物
を
外
国
人
観
光
客
の
お
土
産
に 

― 
食
料
品
の
免
税
に
思
う
こ
と 

（
西
川
亮
）

２
３
４　

若
者
視
点
か
ら
の
角
館
と
そ
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
観
光
の
一
考
察 

（
中
野
文
彦
）

２
３
５　
『
旅
行
年
報
』
の
リ
ニュ
ー
ア
ル 

〜「
観
光
地
」
の
動
き
を
捉
え
る
切
り
口
を
変
更
し
ま
し
た
〜 

（
堀
木
美
告
）

２
３
６　

こ
と
し
一
年
を
締
め
く
く
る
に
あ
た
り 

（
寺
崎
竜
雄
）

２
３
７　

２
０
１
５
年
を
雇
用
面
か
ら
展
望
す
る 

―
観
光
業
界
の
「
２
０
１
５
年
問
題
」 

（
梅
川
智
也
）

２
３
８　

歩
い
て
楽
し
め
る
観
光
地
の
あ
り
方 

〜
宮
島
、
富
岡
な
ど
の
現
状
を
も
と
に
〜 

（
牧
野
博
明
）

２
３
９　

観
光
地
経
営
の
先
進
地
、
道
後
温
泉
の
ま
ち
づ
く
り
に
学
ぶ 

（
吉
澤
清
良
）

２
４
０　

都
市
に
お
け
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
戦
略
の
現
状
と
は 

（
守
屋
邦
彦
）

２
４
１　

観
光
分
野
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
に
向
け
た
課
題 

（
渡
邉
智
彦
）

■
観
光
地
経
営
の
視
点
と
実
践　

最
新
刊

観
光
地
の
持
続
的
発
展
に
と
っ
て
、
今
や
「
観

光
地
を
経
営
す
る
」
と
い
う
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
考
え
方
が
重
要
。
本
テ
キ
ス
ト
は
、
既
存

観
光
地
の
現
場
で
日
々
努
力
し
、
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
々
が
主
な
対
象
。「
観
光
地
経
営
」を「
一

定
の
方
針
（
ビ
ジ
ョン
）
に
基
づ
い
て
、
観
光
地

を
構
成
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
資
源
、
推
進
主
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
た

め
の
一
連
の
組
織
的
活
動
」
と
定
義
し
、８
つ
の
視
点
と
10
の
実
践
例
に
つい
て
、

そ
の
考
え
方
と
展
開
手
法
を
解
説
。
当
財
団
調
査
研
究
専
門
機
関
化
50
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
発
刊
。
２
０
１
３
年
12
月
発
行
（
丸
善
出
版
）。

■
美
し
き
日
本  

旅
の
風
光　

最
新
刊

調
査
研
究
専
門
機
関
と
し
て
50
周
年
を
迎
え
た

こ
と
を
期
に
、当
財
団
が
長
年
取
り
組
ん
で
き
た

「
日
本
に
お
け
る
観
光
資
源
の
評
価
に
関
す
る

研
究
」の
成
果
を
基
に
監
修
。
北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
を
エ
リ
ア
ご
と
に
ま
と
め
、
風
景
だ
け
で

は
な
く
、
伝
統
文
化
、
神
社
仏
閣
、
温
泉
、
街
、

食
、
祭
り
、
芸
能
な
ど
、いつ
ま
で
も
残
し
て
お
き
た
い
日
本
の
大
切
な
資
源
と
し

て
紹
介
。
完
全
英
語
訳
付
き
で
海
外
の
方
に
も
広
く
日
本
の
観
光
資
源
の
魅
力

を
お
伝
え
で
き
る
一
冊
。
２
０
１
４
年
５
月
発
行
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
）。

■
旅
行
年
報
２
０
１
４　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
創
刊

『
旅
行
者
動
向
＊
』
と一体
化
し
、リ
ニュ
ー
ア
ル

創
刊
。
内
容
を
充
実
し
、旅
行
者
、観
光
産
業
、

地
域
、
観
光
政
策
、そ
れ
ぞ
れ
に
つい
て
直
近
一

年
の
動
向
を
分
析
、
出
来
事
を
総
覧
。
訪
日

外
国
人
の
発
地
調
査
、都
道
府
県
へ
の
政
策
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
新
た
に
独
自
調
査
も
増
や

し
、引
き
続
き
当
財
団
の
研
究
員
が
分
析
、執
筆
、編
集
。
旅
行
・
観
光
の
現
状

を
多
面
的
に
一
望
で
き
る一冊
。
２
０
１
４
年
10
月
発
行
。

＊
当
財
団
独
自
調
査
に
基
づ
く
日
本
人
の
旅
行
者
の
意
識
と
行
動
を
分
析
し

た
レ
ポ
ー
ト
。

■
平
成
26
年
度
観
光
地
経
営
講
座　

講
義
録　

最
新
刊

観
光
地
経
営
の
〝
８
つ
の
視
点
〞
と
実
践

　

〜
組
織
を
見
直
し
て
実
行
力
を
高
め
る
！

平
成
26
年
度
新
規
開
講
の
「
観
光
地
経
営
講

座
」
の
講
義
録
。
当
財
団
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
「
観
光
地
経
営
」
と

い
う
視
点
で
整
理
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
特
に

「
組
織
・
人
材
」
に
焦
点
を
絞
っ
て
開
催
。
本
書
は
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
先

進
地
、
山
梨
県
富
士
河
口
湖
町
、
八
ヶ
岳
南
麓
（
山
梨
県
・
長
野
県
）
で
活

躍
す
る
方
々
の
事
例
紹
介
か
ら
実
践
的
な
考
え
方
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
触
れ
、
持
続

可
能
な
観
光
地
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
習
得
で
き
る一冊
。２
０
１
５
年
３
月
発
行
。

※ 

当
財
団
出
版
物
の
ご
注
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

　

担
当
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公
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財
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交
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観
光
研
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情
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電
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０
３・５
２
５
５
・６
０
７
３ http://w

w
w
.jtb.or.jp

◆
経
済
活
性
化
を
展
開
す
る
た
め
に
地
域
が
取
り
組

む
様
子
が
分
か
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ク
で
あ
る
大
動

脈
の
主
要
道
路
網
か
ら
分
岐
し
て
、
静
脈
と
し
て

地
域
の
道
路
に
所
在
す
る
ハ
ブ
と
し
て
の「
道
の
駅
」

の
機
能
が
地
域
内
と
地
域
外
に
経
済
的
な
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
を
生
み
出
す
こ
と
へ
の
期
待
と
現
状
を
紹
介

し
ま
し
た
。

◆
ロ
ー
カ
ル
の
よ
さ
、
イ
イ
モ
ノ
を
追
求
す
る
と
、
グ

ロ
ー
バ
ル
に
通
用
す
る
モ
ノ
に
な
る
。
自
地
域
固
有

の
潜
在
的
な
価
値
を
見
い
だ
し
、
育
て
て
、
地
元

産
品
と
し
て
販
売
・
流
通
さ
せ
る
場
と
し
て

の
「
道
の
駅
」
の
進
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

連
載
の
こ
と

◆「
あ
の
町
こ
の
町
」　

２
０
０
４
年
（
平
成
16

年
）
１
月
か
ら
始
ま
っ
た
池
内
紀
氏
の
シ
リ

ー
ズ
が
、
前
号
２
２
４
号
の
第
60
回
を
も
っ

て
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
地
図
な
し
に
マ
イ

ペ
ー
ス
で
歩
き
、
感
じ
、
考
え
ら
れ
た
こ
と

が
行
間
に
あ
ふ
れ
て
い
て
、
町
の
見
方
に
い

ろ
い
ろ
気
づ
か
さ
れ
、
温
か
み
の
あ
る
イ
ラ

ス
ト
に
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

◆「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
手
触
り
」　

２
０
０
０

年
（
平
成
12
年
）
７
月
か
ら
お
よ
そ
15
年
間

の
山
口
由
美
氏
か
ら
の
原
稿
も
82
回
で
最
終

回
と
な
り
ま
し
た
。
国
内
海
外
の
フ
ィ
ー
ル

ド
か
ら
角
度
を
変
え
て
表
現
さ
れ
た
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
産
業
、
観
光
に
つ
い
て
毎
回
じ
っ

く
り
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

◆
こ
れ
ま
で
の
連
載
へ
の
ご
寄
稿
に
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
次
号
か
ら
は
、
当
財
団
専
門
委
員
に
よ
る
連

載
を
企
画
中
で
す
。 

（
片
桐
）

  

観
光
文
化
編
集
室
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス：

kankoubunka@
jtb.or.jp

●

次
号
の
特
集
テ
ー
マ
は
「
入
山
料
」
で
す
。
す
で
に
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
富
士
山
、

制
度
導
入
を
め
ぐ
って
議
論
が
活
発
化
す
る
屋
久
島
な
ど
を
ケ
ー
ス
に
、
自
然
地
域

を
訪
れ
る
観
光
客
か
ら
協
力
金
と
い
う
名
目
で
入
山
料
を
課
す
こ
と
の
現
状
と
課
題

を
整
理
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
意
義
に
つい
て
、
受
益
者
負
担
、
金
額
の
多
寡
に
よ

る
入
域
コン
ト
ロ
ー
ル
、
利
用
者
の
権
利
や
地
域
の
産
業
振
興
な
ど
の
観
点
か
ら
深
掘

り
を
試
み
ま
す
。

編
集
後
記

次

号

予

告

当
財
団
か
ら
の
お
し
ら
せ
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「
２
０
１
５
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム・セ
ミ
ナ
ー
開
催
予
定
」

当
財
団
主
催
の
今
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
セ
ミ
ナ
ー
に
つい
て
ご
案
内
し
ま
す
。

●
観
光
地
経
営
講
座　

上
期　

６
月

２
０
１
３
年
12
月
発
刊
の『
観
光
地
経
営
の
視
点
と
実
践
』を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
、当
財
団
が
こ
れ

ま
で
培
って
き
た
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を「
観
光
地
経
営
」と
い
う
視
点
で
整
理
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

昨
年
度
は「
組
織
・
人
材
」に
焦
点
を
絞
って
開
催
、今
年
度
に
つい
て
は
現
在
企
画
中
で
す
。

●
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

下
期

当
財
団
独
自
の
旅
行
市
場
調
査
お
よ
び
観
光
政
策
な
ど
に
関
す
る
調
査
の
研
究
成
果
発
信
の

場
と
し
て
、財
団
研
究
員
と
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
が
発
表
す
る
予
定
で
す
。

最
新
情
報
・
詳
細
に
つい
て
は
、準
備
が
で
き
次
第
、ホ
ー
ムペ
ー
ジ
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョン
で
ご
案

内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ U

RL
:http: //w

w
w
.jtb.or.jp  
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